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 医用工学科 

医用工学科 

 

主任教授 森 晃 

 

１．医用工学科とは何か 

 

医用工学は工学的な技術をもちいて，これまでの医学的技術では解決しにくい人間の生命と健康，福祉などに関する

諸問題に取り組む学問領域である。この領域は米国など先進国では医学部や工学部の中に以前より見受けられる専門領

域でもある。しかし日本ではこのような特徴ある専門を備える大学は本学を除いてまだ少ない。また世界的にみると，

多くの生体医工学系の学科は予防・診断・検査・治療など臨床医療を対象とした問題解決の知識と技術を目標としてい

る。すなわち医療機関に通う疾病をもつ人々に向けた問題解決が到達目標である。本学科は医用工学をさらに広い範疇

にとらえる特徴をもつ。すなわち病院にはあまり縁のない一般の健常な人々をも対象とした生命に関わる問題解決を目

標に含んでいる。私たちを取り巻く現代社会の要求と近未来技術の可能性をもとに新しく生まれた到達目標である。 

医用工学の技術をもちい，一般の健常人を対象として問題解決をはかる機会は日常にいくつも見受けられる。それは

生活習慣病の早期発見技術のような臨床的問題だけではない。日々のストレスの緩和法や癒しの技術など，医学的にも

十分理解されていない課題もあり，工学的アプローチに期待が寄せられている。さらには，仮想現実空間の構築，身体

の特徴を利用した個人認証や脳波による機器の自動制御など，疾病には直接関係しない夢のような課題がすでに多数存

在し，日々新しく創造されている。本学科は，その最適解を的確に得るための医学的知識や工学的知識，技術を身につ

ける学舎（まなびや）であると同時に，生命に関係する諸問題を正しく感じ取るセンスをも身につける学舎（まなびや）

でもある。 

 

 

２．本学科では何を学ぶか 

 

医学と工学，それぞれの学問領域のなかで生体医工学に密接に関係する知識と技術を学ぶ。低学年では，人体骨格の

構造などを示す解剖学や各器官の正常機能を説く生理学など，基礎医学を学習する。同時に，電磁気学や電気回路理論

などの電子工学の基礎，機械工作や製図などの機械工学の基礎を学習する。高学年では，健康を評価するための診断内

科学や脳の働きを探る脳神経認知学などの医学系知識を学ぶが，正常の（疾患をもたない）範囲が中心である。各種疾

患に関しては卒業研究のテーマに則して選択して学ぶことになる。また生命に対する考え方の基本となる医の倫理や，

個人差の中から真実を把握する医学統計学など医学と工学を融合する基本知識も学習する。 

医用工学科は２年間にわたる実習を重要視している。それらは福祉ロボット工学及び実習，生理学及び実習，臨床機

器学及び実習，総合実習の各実習である。それらはロボットの設計作製から，解剖観察，心電図・脳波などの検査診断，

外科手術手技，臓器の機能検査，総合病院での臨床見学など多種多様な内容である。これらの実習から学ぶ事柄は座学

で学ぶ知識同様きわめて重要である。ただし座学と大きく異なることは，実習では目と耳だけではなく自ら手足を使っ

て行動しなくては何も得られない点である。 

医用工学では複数の専門分野の知識が求められるが，いくつもの専門領域に選択を広めていくと知識が浅く広くなり

４年間という学習期限では本来の専門性を極めにくい。このため，高学年における工学系の専門知識修得に関しては，

電子工学または機械工学どちらか一方の専門を中心に選択して学び，専門性を高めることが望まれる。ただし，チャレ

ンジ精神と体力が十分であれば，両方の工学専門科目を履修することも可能なようにカリキュラムは組まれている。 

履修する科目により学び方にも特徴があるので意識する必要がある。工学系の授業では覚える内容も多いが，それ以

上に解析し応用する能力を学ぶことになる。一方，医学系の授業では解剖学など脈絡なく丸暗記しなければならない場

合と，生理学などのように暗記力と解析力を必要とする場合もある。しかし，医学と工学のそれぞれの特徴に対処する

共通の学び方がある。すでにこれまで実行してきたことであるが，同じことがらを繰り返し脳に取り込む動作をするこ

とである。脳は繰り返しで強化されるように作られている。 
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 医用工学科 

 

医用工学科 

 

 

３．どの科目を選択するか 

 

医用工学科は複数の専門領域にまたがるために，専門性を高めるには履修科目数が必然的に多くなる傾向がある。こ

の学科を選択した宿命と覚悟してほしい。卒業までに履修する科目は２年次中に計画しておくと４年間で効率的に履修

ができる。当然ながら入学当初は方向や興味が定まらなかったり，学業の途中で興味の方向が変わる恐れを抱くことも

ある。そのような状況に対処するには低学年では多岐にわたって履修することである。そのような履修は楽なことでは

ないが高学年でどの方向にでもシフトできる安心感には代えられない。ただし多科目を履修しても成績が十分でないと，

卒業研究では苦労して発見した希望の研究室に所属できなくなる可能性が出るので注意が必要である。 

低学年では一見では自分の興味とは関係ないタイトルをもつ科目がある。しかしそれらを「教養」のための科目と安

易に判断してはならない。医療は総合産業といわれるように，将来，医学的な問題の解決に重要な示唆を与える専門知

識が含まれる科目もある。もっともそれらの科目には自分の進む方向も研究室も定まった第４学年で履修可能な科目も

あるので吟味するとよい。自分で判断できない場合はクラス担任の先生が細かい履修相談に応じてくれるので，気楽に

訪ねることである。 

 

 

４．卒業後どこへ向かうか 

 

医用工学科は複数の専門知識を学ぶ学際領域である。このため大学の４年間で多くを学ぶには限界がある。そのため

学習期間を学部卒業後にも延ばすことで，さらに専門性を高めて充実した知識と技術が得られる。この理由から大学院

（修士課程と博士後期課程）が重要な進路選択の１つになる。また語学に力を付けていれば，欧米先進国の Biomedical 

Engineering 領域への留学も視野に入る。卒業後，１年または２年間の専門教育を受けることで臨床工学技士の受験資

格を得ることも可能である。 

医学と工学の基礎を学ぶことで，工学のみを学ぶ場合とは異なったものの見方や考え方が身につくと考えられる。そ

の特徴は企業などの受け入れ側から見ると貴重な存在である。また，医学と工学の両方の基礎知識を身につけて卒業す

る人材もまだ少ない。これらの理由から本学科卒業後の就職に関する選択肢は広い。人間に直接関係する快適性や安全

性がますます重要視されるこれからは，医学と工学を学んだ学生は電気機器メーカ，自動車メーカなど一般企業への就

職が有力である。また，学科の専門性から医用機器やリハビリ機器，健康機器の設計開発や，それら医療関連企業での

運営管理，そして医療機関や専門教育職への就職がある。 

 

 

５．おわりに 

 

よく遊びよく学べとはまさに今の君たちに向けた言葉である。この行動力の発揮を通して，夢中になれることがら，

打ち込めることがらを一刻も早く発見するとよい。発見した瞬間から自らの努力は苦痛には感じなくなる。脳はそのよ

うに作られている。 
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 医用工学科 

平成 27 年度 医用工学科 教育課程表 

学則第１８条別表 1-1② 工学部 工学基礎科目 教育課程表 ――「医用工学科」抜粋再掲 

○印必修科目 △印選択必修科目 

科
目
群 

区 

分 

授 業 科 目 

必
選
の
別 

単
位
数 

週 時 間 数 
担 当 者 

（平成 27 年度現在） 
１年 ２年 ３年 ４年 

前 後 前 後 前 後 前 後 

工 
 

学 
 

基 
 

礎 
 

科 
 

目 

数
学
系 

数学基礎  0 2        矢作由美,羽賀淳一,他 

微分積分学(1) ○ 2 2 (2)       江崎翔太,矢作由美,他 

微分積分学(2) ○ 2  2 (2)      江崎翔太 

線形代数学(1) ○ 2 2 (2)       申正善,羽賀淳一,金川秀也 

線形代数学(2) ○ 2  2 (2)      申正善 

微分方程式論  2   2      金川秀也 

ベクトル解析学  2   2      吉野邦生 

フーリエ解析学  2    2     知沢清之 

関数論  2    2     井上浩一 

数理統計学  2   2      金川秀也 

自
然
科
学
系 

物理学基礎  0 4        物理学教室 

物理学(1) △1 4 4 (4)       留野泉,奥田隆,他 

物理学(2)  4  4       岩松雅夫 

物理学(3) △1 2   2      岩松雅夫 

相対論入門  2    2     長田剛 

物理学実験 △2 2 4 (4)       物理学教室 

化学基礎  0 2        大町忠敏 

化学(1) △1 2 2        高木晋作 

化学(2) △1 2  2       高木晋作 

分子構造論  2   2      吉田真史 

生命の化学  2    2     吉田真史 

化学実験 △2 2 (4) 4       化学教室 

生物学(1) △1 2   2      宮崎正峰,鈴木彰 

生物学(2) △1 2    2     宮崎正峰,鈴木彰 

生物学実験  2   4 (4)     吉田真史,鈴木彰,他 

地学(1)  2   2      山崎良雄,萩谷宏 

地学(2)  2    2     萩谷宏 

地学実験  2   4 (4)     萩谷宏,他 

情
報
系 

情報リテラシー(1) ○ 1 1        山口勝己,安井浩之 

情報リテラシー(2)  1 1        山口勝己,安井浩之 

コンピュータ概論  2  2       安井浩之 

プログラミング基礎 ○ 2  2       安井浩之 

数値解析  2   2      木村誠聡 

ソフトウェア工学概論  2     2    安井浩之 

工
学
教
養
系 

工学リテラシー ○ 2 2        平田孝道,桃沢愛 

技術日本語表現技法  2  2       京相雅樹 

技術者倫理 ○ 2     2    武藤範雄 

環境概論  2 2        堀越篤史,眞保良吉,他 

環境と社会  2  2       堀越篤史,岡田往子,萩谷宏 

科学技術史  2  2       吉田真史,堂前雅史 

インターンシップ(1)  1         教務委員 

インターンシップ(2)  1         教務委員 

海外体験実習(1)  2          

海外体験実習(2)  2          

科学体験教材開発  2 2        栗原哲彦,大上浩,中村正人,岩崎敬道 

科学体験教室実習  1          

 

卒業要件 

３０単位 

以下を含むこと 

○必修科目         １５単位 

△１選択必修科目       ６単位 

△２選択必修科目       ２単位 
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 医用工学科 

 

教育課程表 

学則第１８条別表 1-1⑥ 工学部 医用工学科 専門科目 教育課程表 

○印必修科目 △印選択必修科目 

科
目
群 

区 

分 

授 業 科 目 

必
選
の
別 

単
位
数 

週 時 間 数 
担 当 者 

（平成 27 年度現在） 
１年 ２年 ３年 ４年 

前 後 前 後 前 後 前 後 

専 
 

 

門 
 
 

科 
 

 

目 

医
学
系 

診断理論  2 2        仁木清美 

生理学(1) ○ 2   2      島谷祐一 

生理学(2) △ 2   2      島谷祐一 

解剖・外科学 ○ 2    2     森晃,筒井千尋 

解剖・生理学 △ 2    2     森晃,筒井千尋 

内科学 △ 2     2    仁木清美 

生化学  2     2    筒井千尋 

細胞・組織学  2     2    大滝博和 

臨床事例と医療  2     2    森晃 

病理検査学  2      2   仁木清美 

分子生物学  2      2   筒井千尋 

公衆衛生学 △ 2      2   中館俊夫 

脳神経認知学  2      2   島谷祐一 

医
用
工
学
系 

福祉ロボット工学及び実習 ○ 3   4      和多田雅哉,桃沢愛,桐生昭吾 

バイオメカニクス  2   2      桃沢愛 

生理学及び実習 ○ 3    4     京相,桐生,島谷,筒井 

医用材料  2    2     桃沢愛 

臨床機器学及び実習 ○ 3     4    仁木,森,島谷,京相,筒井 

生体電子計測  2     2    京相雅樹 

医用機器 △ 2     2    中谷敬 

医用安全工学 △ 2     2    中谷敬,田中秀明 

総合実習 ○ 2      4   森，和多田，平田，島谷，筒井，桃沢 

医工学英語 △ 2      2   京相雅樹，桃沢愛 

音響工学  2      2   桐生昭吾 

機
械
系 

機械工作概論 ○ 2 2        新井正雄 

機械工作実習 ○ 2 4        桃沢愛,山口敏和 

基礎設計製図 ○ 2  4       桃沢愛,和多田雅哉 

材料力学 △ 2   2      保川彰夫 

機械材料工学  2    2     保川彰夫 

機械制御工学 △ 2    2     和多田雅哉 

アクチュエータ機械工学 △ 2     2    和多田雅哉 

電
気
・
電
子
・
情
報
系 

医用工学基礎理論  2  2       京相雅樹,桐生昭吾 

電磁気学及び演習 ○ 3   4      桐生昭吾 

基礎電気回路 ○ 2   2      京相雅樹 

基礎電子回路 ○ 2   2      京相雅樹 

プログラミング応用 △ 2    2     京相雅樹 

ディジタル信号処理  2    2     桐生昭吾 

ディジタル回路 △ 2    2     秋谷昌宏,和多田雅哉 

計測工学(1) △ 2    2     平田孝道 

計測工学(2) △ 2     2    平田孝道 

学
科
共
通 

特別講義(BME-1)  2          

特別講義(BME-2)  2          

特別講義(BME-3)  2          

卒
業
研
究 

関
連
科
目 

医用工学基礎セミナー ○ 2 2        全教員 

医用工学応用セミナー ○ 2     2    全教員 

事例研究 ○ 2      2   全教員 

卒業研究 ○ 6         全教員 

 

卒業要件 

６０単位 

以下を含むこと 

○必修科目         ４０単位 

△選択必修科目       １４単位 
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 医用工学科 

履修上の注意事項 

 

各年次における条件等 

 

１．履修登録単位数の制限 

卒業までの各１学期あたりの履修登録可能な単位数は，２４単位を上限とする。 

ただし，科目によりこの制限に含めない場合があり，また，成績優秀者に対して超過履修が可能になる場合がある。詳

細は「履修要綱」の「３．履修心得－７．履修登録単位数の制限」を参照すること。 

 

２．１年次終了時における指導 

１年次終了時に修得単位が２０単位未満＊の者に対しては，面談等を行い，勉学意志の確認や進路変更を含めた今後の

進め方に関する相談および指導を行う（ただし，途中に休学がある場合はその期間を考慮して対応する）。 

 

３．３年次進級条件 

２年次終了時に修得単位が６０単位未満＊の者は，３年次へ進級できず２年次に留年となる。 

 

４．卒業研究着手条件 

４年次になると各研究室に所属し，「卒業研究（通年６単位）」に着手するが，下記の条件を満たしていなければ着手

できず,３年次に留年となる。なお，ＴＡＰ（東京都市大学オーストラリアプログラム）に参加する学生については条件

が異なる。 

 卒業研究着手条件＊ ＴＡＰ学生用卒業研究着手条件＊ 

総単位数 １００単位（ただし，下記の各要件を含むこと） １００単位（ただし，下記の各要件を含むこと） 

共
通
分
野 

合 計 ２０単位 ２０単位 

教養科目 １０単位  １０単位  

外国語科目 ８単位 以下を含むこと 

○必修科目       ６単位 

８単位 以下を含むこと 

○必修科目       ６単位 

体育科目 ２単位 ○必修科目であること ２単位 ○必修科目であること 

専
門
分
野 

合 計 ７８単位 ７４単位 

工学基礎科目 ２８単位 以下を含むこと 

○必修科目      １３単位 

△１選択必修科目    ４単位 

△２選択必修科目    ２単位 

２６単位 以下を含むこと 

○必修科目      １３単位 

△１選択必修科目    ４単位 

△２選択必修科目    ２単位 

専門科目 ５０単位 以下を含むこと 

○必修科目      ３０単位 

△選択必修科目     ８単位 

４８単位 以下を含むこと 

○必修科目      ２７単位 

△選択必修科目     ６単位 

 

５．卒業要件 

４年以上在学して，下記の卒業要件を満たした者は卒業となる。 

 卒 業 要 件 ＊ 

総単位数 １２４単位（ただし，下記の各要件を含むこと） 

共
通
分
野 

合 計 ２０単位 

教養科目 １０単位  

外国語科目 ８単位 以下を含むこと 

○必修科目       ６単位 

選択科目(英語科目)   ２単位 

体育科目 ２単位 ○必修科目であること 

専
門
分
野 

合 計 ９０単位 

工学基礎科目 ３０単位 以下を含むこと 

○必修科目      １５単位 

△１選択必修科目    ６単位 

△２選択必修科目    ２単位 

専門科目 ６０単位 以下を含むこと 

○必修科目      ４０単位 

△選択必修科目    １４単位 

  

＊卒業要件非加算の単位数は含まない。 
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 医用工学科 

 

履修上の注意事項 

 

履修上の注意事項 

 

１．学修計画のたて方 

(1) カリキュラムの構造と学修の流れ 

カリキュラムを構成する科目は大きく，「教養科目」，「体育科目」，「外国語科目」，「工学基礎科目」，「専門科目」に

分けられる。この中で一般的な知識，技能，能力を身につける「教養科目」，「体育科目」，「外国語科目」について

の位置づけや目的については，前半にある「共通分野」を参照すること。 

ここでは「工学基礎科目」および「専門科目」の構造と学修の流れについて説明する。科目分類ごとの学修順序の

概要を以下のチャートに示す。 

 

■工学基礎科目および専門科目における学修の流れ 

科目群 

区分 
必選の別 

１年 ２年 ３年 

４年 前期 

前半 

前期 

後半 

後期 

前半 

後期 

後半 

前期 

前半 

前期 

後半 

後期 

前半 

後期 

後半 

前期 

前半 

前期 

後半 

後期 

前半 

後期 

後半 

工学基礎 

科目 

必修 
             

             

選択必修 
             

             

選択 
             

             

専門科目 

必修 

(機械系) 

             

             

必修 

(電気・電子系) 

             

             

必修 

(医学系) 

             

             

必修 

(実習，卒業研究関連) 

             

             

選択必修 
             

             

選択 
             

             

 

「工学基礎科目」はその名称通り，専門科目に向けた基礎的な知識および工学部の大学生としてまず身につけるべ

き知識を得るための科目で構成されている。特に必修科目については主に１年次に配当され，専門分野の学習の基

礎として必要不可欠な知識が最初に修得できるよう考慮されている。また「工学基礎科目」の選択必修科目は，工

学基礎と専門を接続する時期である１，２年次に配当され，医用工学の基盤となる知識を補足する役目を担ってい

る。「専門科目」は，「工学基礎科目」で身につけた土台の上に，医用工学の知識や能力を構築するために設けられ

ている。当学科の柱となる「医学」，「機械工学」，「電気・電子工学」の３分野のうち，まず１年次に機械工学分野

の基礎に関する学修が始まる。続いて医学分野，電気・電子工学分野の必修科目が２年次に配置され，２，３年次

に各分野の選択必修科目，選択科目が配置されている。また，専門科目のうち実習および卒業研究関連の科目につ

いては「実学」を学ぶ工学部では特に重要視していることからすべての学期に必修科目を設置している。なお卒業

研究以外の科目は４年次に配当されていないが，３年次終了時点においてさらに学びたい分野がある場合には，４

年次にも科目を履修することで４年間の学修を完成させることができる。 

 

(2) 科目履修の年次配分 

２年次から３年次への進級，および３年次から４年次への進級には，その時点での修得単位数による条件が定めら

れている。２年次から３年次へは６０単位が必要であり，３年次から４年次へは１００単位が必要（前頁「各年次

における条件等」参照）となる。しかしながら，ＣＡＰ制（本冊子冒頭部「履修要綱」の「３．履修心得－７．履

修登録単位数の制限」参照）により登録可能な単位数は各半期２４単位以下に制限されている。このため，履修登

録する科目を決定する際には，単位数と内容のバランスを考えた上で慎重に計画しなければならない。 
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 医用工学科 

 

履修上の注意事項 

 

(3) 履修する科目の分野について 

医用工学科の専門科目では，医学，機械工学，電気・電子工学の３つの分野を柱としてカリキュラムを組み立てて

いるため，全体として多様な科目で構成されている。広い分野の知識を身につけられるという利点もあるが，科目

間の関係を考慮せずに履修してゆくと，結果的にどの分野も不十分な知識しか身につかないことになるので，希望

する研究室，希望する進路などを考慮した上で履修する科目分野を決定する必要がある。 

計画的な履修のためのガイドとして，履修モデルが用意されている（後述）。この履修モデルは分野ごとあるいは進

路ごとの関連科目を示したものであり，科目はカテゴリに分けられ，学期ごとに記載されている。これを参考に，

これまでに修得した科目および次学期以降に履修すべき科目を考慮に入れつつ，必要に応じて科目の取捨選択を行

いながら履修計画を立ててゆくとよい。 

 

(4) 成績（ＧＰＡ）について 

履修した科目の成績はＧＰＡ（Grade Point Average）を利用して集計される。ＧＰＡに基づく成績は，大学院への

推薦入学者候補の選定や研究室配属などに利用される。したがって各段階に設けられた単位数等の条件（前述「各

年次における条件等」参照）を満たした上で，良い成績が得られるように，つまり履修した科目の内容を完全に理

解できるように努力する必要がある。ＧＰＡは，科目数を多く履修しても各科目の成績が良くなければ向上しない

ので，やみくもに多くの科目を履修するのは無意味である。まずは必修科目あるいは再履修科目など，優先して履

修しなければならない科目を登録する科目の候補として選定し，これに各自の学習目標や学習意欲に合った科目を

追加してゆくとよい。ＧＰＡに関しては，本冊子冒頭部「履修要綱」の「８．科目成績」に詳しい記述があるので，

それを参照すること。 

 

２．科目区分ごとの履修方法 

(1) 工学基礎科目 

専門科目に向けた基礎的な知識および工学部の大学生として身につけるべき知識を得るための科目で構成されてい

る。卒業研究に着手するためには，必修科目１３単位，選択必修科目合計６単位（△１：４単位，△２：２単位）

を含めた２８単位以上を修得しなければならないが，科目の位置づけを考えると卒業研究着手までに卒業要件の単

位をそろえておくことが望ましい。卒業までに合計３０単位の修得が必要であるが，３０単位を超過して修得した

単位は，自由選択として卒業要件単位に算入される。工学基礎科目の中で，特に注意が必要な個別の科目について

は，以下に説明を加える。 

 

①リメディアルクラスについて 

「微分積分学(1)｣，「物理学(1)｣に設定されている「リメディアルクラス」で受講する場合，関連した科目の履修

が１学期分遅れるなど，下記のように履修方法が通常と異なるので注意すること。受講時期については教育課程

表中の週時間数の項目に括弧でくくられた数字で示してある。これらの科目に関する詳細は，この冊子の「工学

基礎科目」を参照すること。 

■リメディアルクラスでの受講方法 

 

「微分積分学(1)」関連科目 
      

  １年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 
      

通常の履修方法 
 微分積分学(1)    微分積分学(2)      

数学基礎    
      

リメディアル 

クラス受講者 

 

 

微分積分学(1) リメディアルクラス 

(数学基礎を含む) 
微分積分学(2) 

 

 

 

「物理学(1)」関連科目 
      

  １年前期 １年後期 ２年前期 ２年後期 
      

通常の履修方法 
 

物理学(1) 
   

   
      

リメディアル 

クラス受講者 

 

 

物理学(1) リメディアルクラス 

(物理学基礎を含む) 
 

 

 

必修科目 選択必修科目 選択科目 
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 医用工学科 

 

履修上の注意事項 

 

②物理学実験および化学実験について 

教育課程表中の「必選の別」欄に「△２」で示された「物理学実験」および「化学実験」は，どちらかを必ず受

講すること。両方を受講することも可能であるが，その場合には一方の科目は選択科目の単位に算入できる。 

また，これらはクラスにより前期／後期入れ替えで実施しているため，教育課程表「週時間数」に括弧で囲んで

前期または後期に開講されることを示している。どちらの時期に開講されるかは各自時間割表などで確認するこ

と。 

 

③生物学実験および地学実験について 

これらはクラスにより前期／後期入れ替えでの実施あるいは集中講義形式で実施しているため，教育課程表「週

時間数」に括弧で囲んで前期または後期に受講することを示している。どの時期に受講するかは各自時間割表な

どで確認すること。 

 

④認定制の科目について 

「インターンシップ(1)」，「インターンシップ(2)」，「海外体験実習(1)」，「海外体験実習(2)」は授業期間中に受

講する科目ではなく，学外活動に参加し，その結果として事後に認定され，単位が与えられる科目である。「イン

ターンシップ(1)」，「インターンシップ(2)」については，活動期間に応じて１科目または２科目が認定される。

これらの科目に関する情報は学内に掲示などの方法で提示されることもあるので，興味のある学生は掲示などの

情報に注意すること。 

 

(2) 専門必修科目 

専門科目のうち，学科の学修内容を理解するために必ず必要な科目が専門必修科目であり，卒業までに合計４０単

位を必ず修得しなければならない。 

医用工学の基礎として非常に重要な科目であるので，不合格となった場合には必ず再履修しなければならないが，

その際に他の科目の履修に支障が出る，あるいはあとに続く科目の内容を理解する上で支障が生ずる場合がある。

したがって不合格とならぬよう特に留意して学習すべきである。また卒業研究の着手には，卒業研究を除くすべて

の専門必修科目の修得が望ましい。 

 

(3) 専門選択必修科目 

教育課程表の「必選の別」欄に「△」が示されている科目である。 

選択必修科目は医学系，医用工学系，機械系，電気・電子・情報系の各分野に複数の科目が配置されている。全体

で２８単位を用意しており，この中から自分の希望する分野の科目を選択して履修する必要がある。卒業までに１

４単位，卒業研究に着手するためには ８単位以上の修得が必要である。各研究室の研究内容に関連した専門選択

科目の基礎知識となる科目もあるため，卒業研究のことを考慮に入れながら履修計画をたてるべきである。また，

将来の進路あるいは就職を希望する業種にあわせた分野の選択必修科目を履修することが望ましいが，複数の分野

を広く学習したい場合には意図的に様々な分野の選択必修科目を履修することも可能である。 

 

(4) 専門選択科目 

分野ごとに，最先端の技術や事例など様々な知識について紹介する科目が選択科目として用意されている。卒業研

究を希望する研究室に合わせて，あるいは希望する進路と関連づけて選択することが望ましい。 

これらの分類の科目については履修すべき単位数は特に規定されていないので，卒業要件あるいは卒業研究着手条

件を満たすように，かつ興味のある分野をくまなく学べるように履修計画をたてるべきである。 
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 医用工学科 

 

履修上の注意事項 

 

３．卒業研究について 

卒業研究の目的は，医学および工学の具体的な課題について，それまで修得した医学，機械工学，電気・電子工学の

一般的，ならびに専門的な知識を基礎としながら，自ら考え，調査・学習し，解決していく方法，その経過およびその

結果を集約して発表する方法を修得することにある。卒業研究の着手条件を満たした者はいずれかの研究室に配属され，

教員の指導助言のもとに，文献調査，実験的研究を行ってその成果を論文にまとめ，発表して評価を受ける。卒業研究

を行うには，３年次終了時点で卒業研究を除く卒業要件充足に必要な単位を修得しておくことが望ましい。 

卒業研究に先立ち，３年次前期終了後には研究室への仮配属が行われる。仮配属のプロセスとしてはまず，仮配属条

件を満たした仮配属対象者に対して希望調査を行い，次に希望状況や成績などを加味した上で研究室が決定される。仮

配属条件を満たさない場合でも，３年次終了時に卒業研究着手条件を満たせば，その時点で研究室への配属が行われる。

仮配属条件やその決定プロセスについては，３年次のガイダンスなどで通知する。 

 

４．履修に関する相談先 

履修の手続きやルールに関する相談については学生支援センターで受け付けるが，クラス担任や教務委員も相談に乗

ることができる。医用工学科の専門科目に関する質問，自分の進路に合った科目を履修するにはどうすれば良いかとい

った質問はクラス担任または教務委員に相談すること。また個々の科目に関する質問は各科目の担当者に連絡を取るこ

と。 
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 医用工学科 

履修モデル 

 

専門領域の科目一覧 

 

科目 

分類 

 １年 ２年 ３年 
４年 

 

 前期前半 前期後半 後期前半 後期後半 前期前半 前期後半 後期前半 後期後半 前期前半 前期後半 後期前半 後期後半  

工
学
基
礎
科
目 

                

数
学
系 

 微分積分学(1) 微分積分学(2) 微分方程式論 フーリエ解析学     
 

 
 

 線形代数学(1) 線形代数学(2) ベクトル解析学 関数論     
 

 
 

     数理統計学       
 

 
 

                

                

自
然
科
学
系 

 物理学(1) 物理学(2) 物理学(3) 相対論入門    
 

 
凡例  

 物理学実験※ 化学実験※ ※前期または後期      
 

 
必修  

 化学(1) 化学(2) 分子構造論 生命の化学    
 

 
選択必修  

     生物学(1) 生物学(2)    
 

 
選択  

     生物学実験※ 地学実験※ ※前期または後期   
学年配当 

なし 
 

     地学(1) 地学(2)     
 

 
 

                

情
報
系 

               

 
情報リテ 

ラシー(1) 

情報リテ 

ラシー(2) 
コンピュータ概論 数値解析   ソフトウェア工学概論   

 

 
 

   プログラミング基礎         
 

 
 

               

                

工
学
教
養
系 

 
工学 

リテラシー 
 技術日本語表現技法     技術者倫理   

 

 
 

 環境概論 環境と社会         
 

 
 

 科学体験教材開発 科学技術史  
インターンシップ

(1),(2) 
海外体験実習(1),(2) 科学体験教室実習  

 

 
 

                

専
門
科
目 

                

医
学
系 

  診断理論   生理学(1) 生理学(2) 
解剖・ 

外科学 

解剖・ 

生理学 
内科学 

細胞・ 

組織学 

病理 

検査学 

公衆 

衛生学 

 

 
 

          生化学 
分子 

生物学 

脳神経 

認知学 

 

 
 

          
臨床事例 

と医療 
  

 

 
 

                

                

医
用
工
学
系 

     
福祉ロボット工学 

及び実習 
生理学及び実習 臨床機器学及び実習 総合実習 

 

 
 

      
バイオ 

メカニクス 
医用材料  医用機器 

医用安全 

工学 

医工学 

英語 
音響工学 

 

 
 

         
生体 

電子計測 
   

 

 
 

                

                

機
械
系 

 機械工作実習 基礎設計製図  材料力学 
機械材料 

工学 

機械制御 

工学 

アクチュエー

タ機械工学 
   

 

 
 

 機械工作概論           
 

 
 

                

電
気
・
電
子
・
情
報
系 

               

    
医用工学 

基礎理論 
電磁気学及び演習 

プログラミ

ング応用 

ディジタル 

回路 
    

 

 
 

     
基礎 

電気回路 

基礎 

電子回路 

ディジタル 

信号処理 

計測工学 

(1) 

計測工学 

(2) 
   

 

 
 

               

卒
業
研
究 

関
連
科
目 

               

 医用工学基礎セミナー 
 

 
     医用工学応用セミナー 事例研究 卒業研究  

               

 

  

124 



 医用工学科 

 

履修モデル 

 

履修モデル：機械系医用工学 

 

科目 

分類 

 １年 ２年 ３年 
４年 

 

 前期前半 前期後半 後期前半 後期後半 前期前半 前期後半 後期前半 後期後半 前期前半 前期後半 後期前半 後期後半  

工
学
基
礎
科
目 

数
学
系 

               

 微分積分学(1) 微分積分学(2) 微分方程式論  
 

 
掲載科目の単位数 

 

工学基礎科目         

必  修 ： １５単位 

選択必修 ： １０単位 

選  択 ： １１単位 

専門科目           

必  修 ： ４０単位 

選択必修 ： ２０単位 

選  択 ： １４単位 

凡例  

 線形代数学(1) 線形代数学(2) ベクトル解析学  
 

 
必修  

          
選択必修 

 

自
然
科
学
系 

           

 物理学(1) 物理学(2)   
 

 
選択  

 物理学実験  生物学(1) 生物学(2)  
学年配当 

なし 
 

               

情
報
系 

               

 
情報リテ 

ラシー(1) 

情報リテ 

ラシー(2) 
プログラミング基礎         

               

工
学 

教
養
系 

               

 
工学 

リテラシー 
 技術日本語表現技法     技術者倫理     

               

専
門
科
目 

                

医
学
系 

     生理学(1)  
解剖・ 

外科学 

解剖・ 

生理学 
 生化学 

分子 

生物学 
   

          
臨床事例 

と医療 
    

                

医
用
工
学
系 

               

     
福祉ロボット工学 

及び実習 
生理学及び実習 臨床機器学及び実習 総合実習   

      
バイオ 

メカニクス 
医用材料  医用機器 

医用安全 

工学 

医工学 

英語 
   

               

                

機
械
系 

 機械工作実習 基礎設計製図  材料力学 
機械材料 

工学 

機械制御 

工学 

アクチュエータ 

機械工学 
     

 機械工作概論 
 

 
           

                

電
気
・
電
子
・
情
報
系 

               

     電磁気学及び演習 
プログラミ

ング応用 
       

     
基礎 

電気回路 

基礎 

電子回路 

ディジタル 

信号処理 

計測工学 

(1) 

計測工学 

(2) 
     

               

卒
業
研
究 

関
連
科
目 

               

 医用工学基礎セミナー 
 

 
     医用工学応用セミナー 事例研究 卒業研究  

               

 

注１）工学基礎科目，専門科目のみ記載（教養科目，体育科目，外国語科目は除外） 

注２）機械系の分野を修得するための関連科目に注目したモデルとなっているので，卒業研究着手条件あるいは

卒業要件等については別途考慮しながら必要に応じて科目の取捨選択をすること 
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 医用工学科 

 

履修モデル 

 

履修モデル：電気・電子系医用工学 

 

科目 

分類 

 １年 ２年 ３年 
４年 

 

 前期前半 前期後半 後期前半 後期後半 前期前半 前期後半 後期前半 後期後半 前期前半 前期後半 後期前半 後期後半  

工
学
基
礎
科
目 

数
学
系 

               

 微分積分学(1) 微分積分学(2) 微分方程式論 フーリエ解析学 
 

 
掲載科目の単位数 

 

工学基礎科目         

必  修 ： １５単位 

選択必修 ： １２単位 

選  択 ：  ９単位 

専門科目           

必  修 ： ４０単位 

選択必修 ： １８単位 

選  択 ： １６単位 

凡例  

 線形代数学(1) 線形代数学(2)   
 

 
必修  

          
選択必修 

 

自
然
科
学
系 

           

 物理学(1)  物理学(3)  
 

 
選択  

 物理学実験  生物学(1) 生物学(2)  
学年配当 

なし 
 

               

情
報
系 

               

 
情報リテ 

ラシー(1) 

情報リテ 

ラシー(2) 
プログラミング基礎 数値解析         

               

工
学
教

養
系 

               

 
工学 

リテラシー 
 技術日本語表現技法     技術者倫理     

               

専
門
科
目 

医
学
系 

               

  診断理論   生理学(1) 生理学(2) 
解剖・ 

外科学 
 内科学 

臨床事例 

と医療 

病理 

検査学 

脳神経 

認知学 
  

               

                

医
用
工
学
系 

     
福祉ロボット工学 

及び実習 
生理学及び実習 臨床機器学及び実習 総合実習   

         医用機器 
医用安全 

工学 

医工学 

英語 
音響工学   

         
生体 

電子計測 
     

                

機
械
系 

               

 機械工作実習 基礎設計製図 
 

 
         

 機械工作概論   
 

 
         

               

電
気
・
電
子
・
情
報
系 

               

    
医用工学 

基礎理論 
電磁気学及び演習 

プログラミン

グ応用 

ディジタル 

回路 
      

     
基礎 

電気回路 

基礎 

電子回路 

ディジタル 

信号処理 

計測工学 

(1) 

計測工学 

(2) 
     

               

卒
業
研
究 

関
連
科
目 

               

 医用工学基礎セミナー 
 

 
     医用工学応用セミナー 事例研究 卒業研究  

               

 

注１）工学基礎科目，専門科目のみ記載（教養科目，体育科目，外国語科目は除外） 

注２）電気・電子系の分野を修得するための関連科目に注目したモデルとなっているので，卒業研究着手条件あ

るいは卒業要件等については別途考慮しながら必要に応じて科目の取捨選択をすること 
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 医用工学科 

 

履修モデル 

 

履修モデル：臨床工学技士 

 

科目 

分類 

 １年 ２年 ３年 
４年 

 

 前期前半 前期後半 後期前半 後期後半 前期前半 前期後半 後期前半 後期後半 前期前半 前期後半 後期前半 後期後半  

教
養
科
目 

               

 
スポーツ健康論 

3 年までに哲学(1),(2)，倫理学(1),(2)，心理と生理，文化人類学，文学から 2 科目   

 3 年までに経済学(1),(2)，社会学(1),(2)，政治学(1),(2)，教育学(1),(2)，法学，日本国憲法から 2 科目   

               

体
育
科
目 

               

 基礎体育(1) 基礎体育(2) 
 

 
         

               

外
国
語
科
目 

               

 Study Skills 
Reading and 

Writing(1) 

Reading and 

Writing(2) 
   

掲載科目の単位数 

 

教養科目           

選  択 ： １０単位 

体育科目           

必  修 ：  ２単位 

外国語科目          

英語必修 ：  ６単位 

工学基礎科目         

必  修 ： １５単位 

選択必修 ：  ８単位 

選  択 ：  ４単位 

専門科目           

必  修 ： ４０単位 

選択必修 ： ２６単位 

選  択 ： １６単位 

凡例  

 
Communication 

Skills(1) 

Communications 

Skills(2) 

TOEIC 

Preparation 
   必修  

          
選択必修 

 

工
学
基
礎
科
目 

数
学
系 

           

 微分積分学(1) 微分積分学(2) 数理統計学 フーリエ解析学 
 

 
選択  

 線形代数学(1) 線形代数学(2)    
学年配当 

なし 
 

            

自
然
科
学
系 

            

 物理学(1) 
 

 
     

 物理学実験 
 

 
      

 化学(1) 
 

 
     

               

情
報
系 

               

 
情報リテ 

ラシー(1) 

情報リテ 

ラシー(2) 
コンピュータ概論 数値解析   ソフトウェア工学概論     

   プログラミング基礎 
 

 
         

               

工
学
教
養
系 

               

 
工学 

リテラシー 
      技術者倫理     

               

専
門
科
目 

医
学
系 

               

  診断理論   生理学(1) 生理学(2) 
解剖・ 

外科学 

解剖・ 

生理学 
内科学 生化学 

病理 

検査学 

公衆 

衛生学 
  

               

                

医
用
工
学
系 

     
福祉ロボット工学 

及び実習 
生理学及び実習 臨床機器学及び実習 総合実習   

      
バイオ 

メカニクス 
医用材料  医用機器 

医用安全 

工学 

医工学 

英語 
   

         
生体 

電子計測 
     

                

                

機
械
系 

 機械工作実習 基礎設計製図  材料力学 
機械材料 

工学 

機械制御 

工学 

アクチュエー

タ機械工学 
     

 機械工作概論 
 

 
           

                

電
気
・
電
子
・
情
報
系 

               

     電磁気学及び演習  
ディジタル 

回路 
      

     
基礎 

電気回路 

基礎 

電子回路 

ディジタル 

信号処理 

計測工学 

(1) 

計測工学 

(2) 
     

               

卒
業
研
究 

関
連
科
目 

               

 医用工学基礎セミナー 
 

 
     医用工学応用セミナー 事例研究 卒業研究  

               

 

注）国家試験の受験資格を得るための専門学校進学に必要な科目を中心に記載したモデルとなっているため，別

途卒業研究着手条件，卒業要件等について考慮しながら，また分野別の履修モデルについても参照しながら

必要に応じて科目の取捨選択をすること 
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 医用工学科 

資 格 

 

臨床工学技士 

 

(1) 資格の概要 

医師の指示のもとに生命維持管理装置の操作および保守点検を行うための資格であり，医学と工学両方の知識と経験

を持つことが求められる。医療機関における医療装置の専門家として，また医療機器メーカの技術者として有用な資

格である。特定の医療装置の操作あるいは管理は，この資格の保有者にしか認められていないため，医療施設への就

職を希望する場合には特に有効である。 

(2) 資格の取得方法 

厚生労働省が実施する国家試験に合格することにより取得できる。受験資格の取得には，当学科のカリキュラムの中

から受験資格に必要な科目を履修し，さらに厚生労働大臣が指定する養成所（専門学校）で１年間必要な技術を習得

することが必要である。 

(3) 情報の収集方法，問い合わせ先 

下記の厚生労働省，（財）医療機器センターのＷｅｂページから受験資格に関する規定などの情報が得られる。受験資

格取得に向けて履修すべき科目に関する質問および養成所（専門学校）への進学に関する相談は教務委員まで。 

厚生労働省の Webページ：http://www.mhlw.go.jp 

(財)医療機器センターの Webページ：http://www.jaame.or.jp 

 

第２種ＭＥ技術者 

 

(1) 資格の概要 

日本生体医工学会が実施している認定試験で，ＭＥ機器・システムの安全管理を中心とした医用生体工学に関する知

識を持ち，適切な指導のもとでそれを実際に医療に応用しうる資質を問う試験である。 

(2) 資格の取得方法 

第２種ＭＥ技術実力検定試験を受験して合格すれば取得できる。受験資格の制限はないため，在学中に受験すること

が可能である。夏休み中の講習会の開催など，取得に向けた積極的な支援を行う予定である。 

(3) 情報の収集方法，問い合わせ先 

試験に関する情報は(社)日本生体医工学会の Web ページで確認することができる。また，受験に必要な知識を得るた

めに履修すべき科目，学習の仕方，あるいは受験に向けたサポートに関する情報は教務委員まで。 

(社)日本生体医工学会の Webページ：http://www.jsmbe.or.jp/ 

 

教育職員免許 

 

(1) 資格の概要 

教育職員免許法に基づき，学校の教師になるために必須の資格である。当学科で取得することができる免許の種類は

下記の通りである。 

■中学校教諭  一種免許状 「数学」 

■高等学校教諭 一種免許状 「数学」 

■中学校教諭  一種免許状 「理科」 

■高等学校教諭 一種免許状 「理科」 

(2) 資格の取得方法 

当学科では，必要な単位を修得することにより，中学校および高等学校において数学あるいは理科を担当するための

資格を取得することができる。 資格取得のためには，卒業に必要な科目以外に教職課程の科目も受講する必要がある。

受講すべき科目および履修方法については，当冊子の「教職課程」の項目を参照すること。 

(3) 情報の収集方法，問い合わせ先 

詳細は当冊子の「教職課程」の項目を参照すること。 

  

128 



 

129 


